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銅合金丸棒の素材製造において、引き抜き加工の際に丸棒断面中央部に割れが発生してしま
うことが課題です。連続鋳造時に発生するデンドライト組織がこの割れを誘発していることか
ら、本研究では、従来工程に熱間鍛造を追加することでデンドライト組織が解消できるかどう
かを検証しました。

研究内容

背景・目的

結果・まとめ

令和７年度 試験研究概要

熱間鍛造の有効性を評価するために、金属
組織観察により、デンドライトの残存状況、
結晶粒の形態および共晶相の分布状態を確認
しました。また、 RGB色抽出による画像解
析および元素マッピングにより、共晶組織の
面積比を求めることでデンドライト組織の残
存の程度を定量的に評価しました。

熱間鍛造後もデンドライト組織は解消され
ず、強固な多方向凝固組織となっていること
がわかりました。画像解析と元素マッピング
分析を組み合わせることにより、組織の均質
化の度合いを定量的に評価できました。現行
条件での熱間鍛造の追加は有効でないことか
ら、熱処理温度の変更を含む熱履歴管理から
の再設計が必要であることがわかりました。

研究期間：令和７年度
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図２ RGB色抽出による二値化処理

図３ SEM観察およびEDSマッピング結果

図４ 提案する工程フロー
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